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研究成果の概要（和文）：偶数乗根における量子群の中心の構造を完全に決定した．これにより，中心指標の全体のな
す多様体が定まった．今後，これを用いて表現論を展開するためには，この多様体のポアソン構造の決定が必要となる
. ほぼできているが，まだ細部のチェックのできていない部分がある．量子座標環の表現論の研究を行い，ソイベルマ
ン加群の生成元と関係式による表示を与えた．これを用いて国場・尾角・山田の結果の統一的証明を与えると共に，彼
らの予想の証明を与えた．量子群におけるドリンフェルト双線形形式の代数的研究を行った．特にブレイド群の作用に
関する不変性の簡単な新証明を与えた．

研究成果の概要（英文）：We completely determined the structure of the center of a quantized enveloping 
algebra at an odd root of unity. This gives the variety consisting of central characters. In order to 
develop the representation theory we need more information about the Poisson structure of this variety. 
We have almost accomplished it although there remain some points to be checked. We also investigated the 
representation theory of quantized coordinate algebras. In particular, we have given a description of the 
Soibelman module via generators and relations. Using this we gave a unified proof of a result of 
Kuniba-Okado-Yamada. Moreover, we gave a proof of their conjecture. We investigated the Drinfeld pairing 
of the quantized enveloping algebra by algebraic methods. We gave a new simpler proof of the fact that 
the Drinfeld pairing is invariant under the action of the braid group.

研究分野：代数群の表現論

キーワード： 代数解析　代数群　表現
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１．研究開始当初の背景 
 正標数における簡約代数群のリー代数の
表 現 論 に 関 し て は ， Bezurukavnikov 
–Mirkovic-Vilonen が幾何学的手法を駆使し
て著しい結果を出していた．研究代表者は，
１のベキ根における量子群に対しても，上述
の BMRの結果の類似がある程度成立してい
ることを，研究代表者の導入した量子旗多様
体上の D加群の理論を用いて示した．しかし，
導来圏における Beilinson-Bernstein 型局所
化定理が証明できておらず，理論は未完成で
あった． 
 ベキ根における量子群の表現論では，ベキ
根の位数が奇数の場合と偶数の場合で様相
がかなり異なる．偶数乗根の場合のほうが面
倒な部分があることもあって，表現論の研究
者は，ほとんど奇数乗根のみしか扱っていな
かった．しかし，他分野への応用等では，偶
数乗根の場合も，重要であることが知られて
いた． 
 より一般に，近年の代数解析を中心とする
幾何学的手法による表現論の進展により，表
現論と，代数群に関連する幾何的対象の密接
な関係が明らかになってきた．これにより，
これまで別々の観点から研究されてきた
様々な問題が互いに関連していることが分
かってきていた． 
 
２．研究の目的 
 代数群と量子群の表現論において，幾何学
的手法を用いて，様々な問題の関係を明らか
にすると共に，以下の問題に関して成果を挙
げることを目指す． 
(1) ベキ根における量子群の非制限型表現の
研究 

(2) 量子群に対する幾何ラングランズ対応の
構成 

(3) アフィン・ヘッケ代数の幾何学的表現論
の研究 

(4) アフィン Springer束の幾何構造の研究 
 
３．研究の方法 
 結果が得られれば，方法論にこだわる訳で
はないが，主として D加群の理論を中心とす
る代数解析的手法を活用することにより，代
数群と量子群の表現論の発展を目指す． 
 
４．研究成果 
 偶数乗根における量子群の中心の構造を
完全に決定した．これにより，中心指標の全
体のなす多様体が定まった．これを用いて表
現論を展開するためには，この多様体の
Poisson 構造の決定が必要となる．ほぼでき
ているが，まだ細部のチェックのできていな
い部分がある． 
 量子座標環の表現論の研究を行い，ソイベ
ルマン加群の生成元と関係式による表示を
与えた．これを用いて国場・尾角・山田の結
果の統一的証明を与えると共に，彼らの予想
の証明を与えた． 

 量子群における Drinfeld 双線形形式の代
数的研究を行った．特にブレイド群の作用に
関する不変性の簡単な新証明を与えた． 
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